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内容を適確な解釈のもとに照らし出す︒読者は︑これをまずは味読して︑本書全体のイメージマップ 頭に入れておきたい︒その言葉を借りれば本書は︑ ﹁千年以上におよぶ﹃源氏物語﹄受容における文献的な道しるべを︑英語圏の読者に︑はじめてもたらし書物である︒現存する数千の中から選び出されたこれら引用テクスト群は︑ ﹃源氏物語﹄がいかに読まれ︑解釈されたか︑ということのみならず 幅広い 者層に対して﹃源氏物語﹄という作品の意義を変更させてしまう︑絶え間なく変化する文化的コンテクストについても教えてくれ
（
2）﹂ ︒その理解を十全に助けるべく︑ ﹁そ


























































































































































































論では︑初期に歌論で源氏の情趣が考究せられ︑無名草子で体系的な鑑賞的評論が された︒これにつづいて︑恐らくは中期と思はれる頃︑源氏人々の心くらべ︑伊勢源氏十二番女合・源氏四十八物たとへのこと・源氏解等の一類が出て︑活潑な鑑賞的評論がなされた︒これらの は︑主として源氏中の人物や事件が表はす種々の情趣・心情などに注目したも で︑平安時代的情趣に対する豊か 鑑賞をしてゐる︒そして更級日記のやう ︑没入してしまふのでなく︑知性 省察 態度 あつた﹂と概観する︒また第二章・第五節﹁初期中期の文芸的評論﹂ おい ﹁ほぼ同じ味はひ方を てゐ ﹂小品として︑ ﹃ の心くらべ﹄以下を確認する︒重松氏によれば︑ ﹃源氏人々の心くらべ﹄は﹁源氏中の人々の心持ちを類同 よつて対立比較し︑その深鮮 度を考へて︑勝負 きめたもの﹂ ︒ ﹃伊勢源氏十二番女合﹄は 物語から﹁各十二人の女を選んで対立させ﹂ ﹁優劣を競﹂うもの︒ ﹃源氏四十八ものたとへのこと﹄につい は︑いくつ の﹁項目を立て︑源氏の中からそれに適切な事がらを記﹂すものだと解析される︒そしてそれらは﹁もとより記す所は甚だ断片的﹂ながら﹁著者が相応に豊かな文芸鑑賞の心情で源氏に対してゐる事が知ら る﹂テクスト群であり︑また 対偶 形式で情趣・心情等を比較翫味するこれらの形式は︑ ﹁当時 歌合の流行 影響せられて生じたも
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後母校のコロンビア大学に赴任し めざましい研究活動 うとともに︑あまたの古典学徒を育成し︑ 際的に学界を活性化させている︒ハーパー氏はオランダに移ってその研究を熟成させ︑それは本書へ 結実する︒一方︑その後オーストラリア国立大学には︑ロイヤル・タイラー氏が赴任し︑先に触れたように︑今日もっとも信頼すべき﹃源氏物語﹄ 英訳を完成し ︒二〇〇一年の刊行である︒その作業の基盤には︑手前味噌だが︑国際日本文化研究センター
（日文研）
の研究支援も寄与している︒タイラー
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